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舗装材料との接着機構硬化反応ステージ 硬化反応の状態

Ｂステージではアスファルト舗装の舗装熱相当により再溶融  
Ｃステージではグースアスファルト舗装の舗装熱相当により再溶融
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硬化反応による接着

接触熱(140℃以上)による
再溶融接着

接触熱(70℃以上)による
再溶融接着

ハイパーＳＰは時間の経過とともに硬化反応が進み、塗布後
の状態が液体（Ａステージ）→半硬化（Ｂステージ）→硬化（Ｃ
ステージ）へと変化します。                                        
また、塗布後の養生温度が高いほど硬化反応が促進され、
Ａ・Ｂ・Ｃステージまでの進行時間が短くなります。                                

歩道部・階段部補修・防水方法

■硬化反応ステージ（A・B・C）と養生時間の関係

■硬化反応ステージの特性

油脂類・粉塵の除去) ⑥ハイパーSP塗布⑤有機ジンクリッチペイント塗布 ⑦薄層舗装舗設・施工完了

素地調整

損傷部 損傷部歩道橋鋼床板

有機ジンクリッチペイント塗布

※標準塗布量 : 
　鋼床版　0.4kg/㎡

階段蹴上部及び地覆立上部は現場塗装・完了
薄層舗装舗設

損傷部歩道橋鋼床板 有機ジンクリッチペイント損傷部歩道橋鋼床板

有機ジンクリッチペイント
ハイパーSP塗布

■歩道部（鋼床版）

■階段部

ハイパーSP（B・Cステージ）

※ハイパーSP塗布後、硬化反応ステージがB及びCに進行後、薄層舗装の舗設を行います。

歩道部（鋼床版）

ハイパーSP
0.4㎏/m2

(0.5㎏/m2)*補強材（鋼板・FRP他）

鋼床版

損傷部

有機ジンクリッチペイント

*下地がモルタル又はコンクリートの場合

ハイパーSP増塗り

薄層舗装

鋼製地覆

現場塗装

ハイパーSP
0.4㎏/m2補強材（鋼板・FRP他）

損傷部

有機ジンクリッチペイント

ハイパーSP増塗り

薄層舗装

現場塗装

階段踏板

蹴上部

立上部

P塗布 ⑤薄層舗装舗設・施工完了　

ペイント

歩道橋鋼床板

ハイパーSP塗布

無機ジンクリッチペイント 歩道橋鋼床板

薄層舗装舗設ハイパーSP（B・Cステージ）

エポキシ系薄層舗装と
は親和性が高く、
Bステージ以降も高い
接着力を発揮します。
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